






The formation process of adolescent psychology and identity 










The present study focuses on the formation process of adolescent psychology and identity through examining Kenji Miyazawa’s 
biography and his literary works. Adolescence is a transitional period from childhood to adult in which people go through a critical 
psychological condition which is peculiar to adolescence. Through the process of overcoming this critical condition, adolescents become 
adults while forming their identity. Kenji Miyazawa also experienced this psychologically critical condition when he confronted the pressure 
to choose his career and his way of living. He was trying various careers or ways of living in order to seek an ideal of self-realization. 
However, he gave up on the way and did not realize his goal of achieving self-realization. In addition, he tried to cope with the problems 
adults should overcome, while he retained the problems adolescents should take care of during that earlier stage. Unfortunately, however, he 
passed away at the age of 37 before overcoming the problems he should have achieved. In other words, Kenji could not become an adult by 
realizing his identity. Young people nowadays are more likely to have a longer “moratorium period” in his lifetime, and it takes more time to 
make the transition from adolescence to adulthood. This is considered one of the social problems that we should take care of in 
contemporary society. Kenji spent his adolescence in the Taisho Era. This paper also contrasts and compares the adolescence stage in the 
Taisho Era with the Heisei period, considering the historical background of the Taisho Era. 
 


















































































































































































































































































































































































































































































【図１ 宮澤家 系図】 
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つめたき天を見することもあり  （歌稿Ａ134） 
 
なにの為に物を食ふらんそらは熱病 






消え行くことの近くあるらし  （歌稿Ａ165） 
 
あかまなこふしいと多きいきものが 
藻とむらがりて脳をはねあるく （歌稿Ａ166）  
 
物はみなさかだちをせよそらはかく曇りて 





















弱りたる目にしみるころかな （歌稿Ａ86）  
友だちの入学試験近からん 
























































































































































































円屋根に立つ朝のよろこび （歌稿 A133） 
霧雨のニコライ堂の屋根ばかり 
 なつかしきものはまたとあらざり （歌稿 A134）  
 
 かくてわれ東京の底に澱めりと 



























































































































































































































































































































































































































































人々長きうでもて泳げり （歌稿 A681） 
 
 うしろなるひとは青うでさしのべて 
     前行くもののあしをつかめ （歌稿 A683） 
 
溺れ行く人のいかりは青黒き霧とながれて 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 賢治は明治 29 年に生まれ、に明治から大正への移
行があったのは、盛岡中学 4 年生（16 歳）の時であっ
た。賢治が青年期を大正時代に過ごしたと考えて良い
だろう。 



















































































































正元年には帝国大学 4 校だったのが、大正 15 年には、
帝国大学５校、公立・私立大学 32 校、計 37 校となり、
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2003 ｐ８ 
29）山内修：宮澤賢治研究ノート 受苦と祈り 河出書房新
社 1991 p272 
30）小沢俊郎：弱虫論－宮沢賢治と太宰治 栗原敦・杉浦静
編「小沢敏郎宮沢賢治論集 1 作家研究・童話研究」有精堂
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181）有地亨：日本の親子二百年  新潮選書 新潮社 1986  
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182）前掲書 34 に同じ ｐ254 
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186）前掲書 34 に同じ ｐ256－257 
187）前掲書 164 に同じ ｐ169 
188）前掲書 96 に同じ ｐ126－127 
189）上田哲：宮沢賢治 その理想世界への道程 改訂版 明
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190）前掲書 96 に同じ ｐ89 
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193）前掲書 56 に同じ ｐ72 
194）前掲書 71 に同じ ｐ200 
195）前掲書 19 に同じ ｐ３ 
196）前掲書 16 に同じ ｐ46 
197）金原瑞人：大人になれないまま成熟するために 前略。





年齢 出来事 詳細 心理的影響 作品 歴史的出来事





1898 明治31年 ２歳 トシ出生
1899 明治32年 ３歳 父母の熱心な仏教信仰
1900 明治33年 ４歳 治安維持法
1901 明治34年 ５歳 シゲ出生
1902 明治35年 ６歳 赤痢で入院 看病中、父が感染 父への罪悪感
1903 明治36年 ７歳 尋常小学校入学
1904 明治37年 ８歳 清六出生 日露戦争




1909 明治42年 13歳 盛岡中学入学、寮生活
1910 明治43年 14歳
1911 明治44年 15歳 短歌制作開始
1912 明治45年 16歳
1913 大正２年 17歳



































































































































1933 昭和８年 37歳 死去 人生を総括する 慢を反省。人生を受け入れる
図表１　宮澤賢治年表
年
母の「ひとというものは、ひと
のために何かしてあげるために
生まれてきた」という教え
自分を犠牲にしても、人のた
めに役立とうとする考えの形
成
礼儀正しい大人びた子ども
品行方正、成績優秀
良い子を強いられ、親の支配
下
クニ出生　餓鬼大将になる 仲間関係の成立　ギャングエイ
ジ
親からの分離、一方で父への
同一化
1918
いたずら好きの少年 父の支配から逃れ、自由を満
喫
仏教、趣味への傾倒、成績
低下、舎監排斥騒動
進学できないことへの不満 自暴自棄、注察妄想
置き換え
1914 大正３年 18歳
盛岡中学卒業、入院、失恋
作文
「立ぱな質屋商人になる」
11月終戦
米騒動
「新しき村」
看病中、父の感染。
進学希望、家業への拒否感
初恋の人との結婚への反対
進学の許可
アイデンティティ拡散
抑うつ的、体感幻覚
危機から脱出 第一次大戦
進路で父と対立
退学を考えるが、卒業
研究生になるが、病気になり辞
職　　　　　　　家業手伝い
実業・東京移住への模索
進路への迷い
保阪への罪悪感、しがみつき
役に立たないことの恐怖、見
捨てられ不安
アイデンティティ拡散
青びとの流れ、復活の前、蜂
や谷は
大正７年 22歳
盛岡高等農林学校卒業
保阪の退学
研究生、徴兵検査
トシ入院、看病のため上京
1921
自立への試み。そう状態にな
り、活発に創作活動、過剰な
自信。父の支配が及ばなくな
り、父子関係の変化。同行者
として保阪を求めたが、喪
失。挫折感から帰郷。
短歌から詩作へ。かしはばや
しの夜、月夜のでんしんばし
ら、鹿踊りのはじまり、どん
ぐりと山猫、注文の多い料理
店、狼森と笊森、盗森、雪渡
り、鳥の北斗、七星海部の川
（童謡）
大正10年 25歳
家出上京　印刷所勤務
宗教活動　創作活動
父と関西旅行
保阪との決別
トシの病気で帰花
花巻農業高校教諭
家の帰正を願い、国柱会へ。自
活し、法華経文学を志す。
父の懐柔策に従うが、帰花拒否
保阪に入信を勧めるが、決別
トシの病気を契機に帰郷
教諭として就職
 
